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 私が，望んでいる未来の新潟市は，お年寄りや体の不自由な人などが，楽しく活動しや

すい街に，なってほしいです。 
理由は，私の祖母は，老人車を，おしながらバスに乗って，病院に行きます。その時に一

番大切な事は，バスの乗りおりです。老人車を使っている祖母は，バスを乗る時，おりる

時に，だれかが，手伝ってくれないと大変です。私は，どうすれば乗りやすくなるかと，

考えました。そして，バスのかいだんを，低くする事が必要だと，思いました。そうすれ

ば，乗りおりが，楽になるかもしれません。さらに，機械などを，取り付ければ，もっと

楽に乗りおりができると思います。 
もう一つは，体の不自由な人のことです。私は，たまに目の不自由な人を見ることが，あ

ります。私は，あの人たちの一番大変な事は，どんなことだろうと考えることがあります。

もし私が，あの人たちだったら，大変なのは交通手だんだと，思います。もし，道路や道

に，高いだんさなどがあったら，登るのが，大変だと思ったので，だんさなどをなるべく

低くして，平らな道を増やしてほしいです。けれど，やっぱり大切なのは，人を思いやる

心だと思います。物や道具にたよったとしても，思いやりの心が，ないと，いけないと思

いました。未来の新潟市は，思いやりの心と支えあえる人たちが，多いそんな街に，なっ

てほしいと思いました。 


